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1おきぎん調査月報　2018.4

vol.169
ばくがにくとぅ 黄金

言葉

ビジネスの５要素
「ヒト・モノ・カネ・ウミ・カゼ」

常識、固定観念を打ち破る

私も含めGrancellを起業した中心メンバーは
これまで再生医療研究に長年従事し、「産業化
して、実際の社会に手に届く形で届けたい」と
いう漠然とした強い気持ちを共通して持ち続け
ていました。

「再生医療」という用語が世の中で使われるよ
うになってもう数十年が経ちますが、身近に再生
医療の恩恵を受けているとは必ずしも言えません。
そこで、再生医療研究の出口を「医療」に限
定せず、多角的に再生医療全体で出来ることを
模索し、「社会への還元が早くて、役に立つも
のであれば、フィールドを医療に限定しない」
というコンセプトで起業しました。
再生医療研究の出口は当然、「医療」である
という無言の常識、固定観念があります。その

常識、固定観念を打ち破って、Grancellは「再
生医療技術を応用した化粧品」の産業化を打ち
出しました。

大学発ベンチャーとその強み

　「学術のパワーと企業のスピード」が大学発ベ
ンチャーの強みです。我々は意識としては「産
学連携」ではなく、「産学一体」と考えています。
一般的に、研究者は経済的な感覚が少なく、
企業側からみると破壊的イノベーションの研究を
しているにも拘らず、特許を取ることなく論文作
成などで終わっているケースも少なくありません。
しかし、我々Grancellは、研究者＝企業家で
あることから、最初から産業化を見据えた研究
を行います。そのため、研究のベクトルがぶれ
ることなく、化粧品等の産業化もタイムラグな
く行われ、且つ、社会のニーズが研究に即
フィードバックされていきます。
この循環が築けているのが、我々大学発ベン
チャーの強みだと思います。

今回は、「学術のパワーと企業のスピードで、再生医療研究成果による社会のHappyを創造
する」を企業理念に大学発ベンチャーを起業し、化粧品の開発・販売に乗り出した株式会社
Grancell（グランセル）の野村 紘史 代表取締役にお話を伺って参りました。

（Grancell 中心メンバー）

左より
•野村紘史
　琉大医学部附属病院
　非常勤講師
　中頭病院/新垣形成外科
　医師（兼任）
•清水雄介
　琉大医学部附属病院
　形成外科　特命教授
•角南　寛
　琉大医学部　先端
　医学研究センター
　特命助教

株式会社 Grancell
代表取締役　野村　紘史
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体性幹細胞……生体の中で、他の通常の細胞に
まじって存在する幹細胞です。脂肪組織由来幹
細胞や、骨髄由来幹細胞、神経幹細胞、造血幹
細胞、毛包幹細胞、乳腺幹細胞など、さまざま
な種類の体性幹細胞があります。このうち、脂
肪組織由来幹細胞と骨髄由来幹細胞は類似した
性質を持ち、「間葉系幹細胞」と呼ばれます。
胚性幹細胞…… ES 細胞とも呼ばれます。受精
卵から少し進んだ発生初期段階の胚（胚盤胞）
から細胞を取り出し、特殊な方法で培養して作
成された幹細胞です。あらゆる組織になること
ができる性質（多分化能）に優れていますが、
受精卵を材料とするため、生命倫理の議論があ
ります。
人工多能性幹細胞…… iPS 細胞とも呼ばれます。
体の細胞に数種類の遺伝子を導入する遺伝子操
作を行って作成する幹細胞です。あらゆる組織
になることができる性質（多分化能）に優れて
いますが、細胞が癌化するリスクが比較的高い
ことと、細胞の作成に莫大な費用を要すること
が問題点です。

体性幹細胞は、ES細胞やiPS細胞と比較する
と、あらゆる組織になることはできず、多分化
能はやや下がります。しかし、倫理的な問題が
少ないこと、癌化のリスクが低いこと、治療に
要する費用が比較的少なくてすむことなどが大
きな利点と言えます。これに加えて、「免疫調
節や炎症抑制などの機能」と「採取が容易であ
る」という点が大きな特色であり、再生医療に
有用な細胞として、非常に注目されています。

脂肪幹細胞の利点

脂肪組織由来幹細胞（Adipose-derived Stem 
Cell；ASC）は、脂肪組織の中にごく少量含ま
れる幹細胞の一種です。正式名称は「脂肪組織
由来幹細胞」ですが、一般的には「脂肪幹細
胞」と呼ばれています。
現在研究されている幹細胞は、主に次の３種

類があります。

治療レベルの幹細胞培養技術により製造

琉球大学医学部が再生医療・美容医療にも使
用する脂肪幹細胞を研究する中で、国立大学の
再生医療研究センターにて脂肪幹細胞培養を行
い、化粧品の原料となる、日本で初めての国産
の「エキス」（ヒト脂肪細胞順化培養液エキス）
を抽出することに成功し、「コスメアカデミア」
を誕生させました。
脂肪幹細胞とは、採取する組織に１％ほどし
か含まれない希少なもので、脂肪幹細胞抽出の
ために組織を採取する行為は、医療行為であり、
医師免許が必要となります。
 法律上、医師が治療に使用することしか許さ
れない脂肪幹細胞が持つお肌の再生力をセルフ
ケアの化粧品に落とし込むには、この１％の幹
細胞からエキスを抽出する必要がありました。
日本で初めてこの「希少なエキス」を国内生産
し、原料としたのが、「コスメアカデミア」です。
脂肪幹細胞が分泌するこれらの成長因子は、
美容医療において肌の若返りの良好な結果が証
明されています。この細胞が分泌する絶妙な成
長因子の黄金比を維持したまま、国産原料とし
て化粧品に使用している唯一の製品が、「コス
メアカデミア」です。

▲大学の技術を結集して開発した化粧品「コスメアカデミア」
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脂肪幹細胞ストック事業

沖縄県および琉球大学医学部が掲げる「沖縄
バイオインフォメーションバンク構想」の重要
な柱の一つとなる脂肪幹細胞ストック事業では、
事業の一環として脂肪組織由来幹細胞を琉球大
学医学部附属病院などで採取・抽出し、品質・
安全性評価や保管システムを構築していきます。
将来的には、高品質で安全な幹細胞を供給でき
る体制を国内で初めて立ち上げるための基盤事
業となります。
2018年には30検体を保管し、25年には国内最
大規模となる500検体を保管することを目指し
ており、この事業において、Grancellは共同で
安全性および品質の評価を担当します。
脂肪組織由来幹細胞の安全性・品質管理およ
び保管システムの構築は、再生医療や医薬品開
発に大きく寄与します。

再生医療の産業化という面では、 
日本は残念ながらやや立ち遅れている
再生医療研究では、日本は世界でもトップレ
ベルと言ってよいと思われます。また、2014年
に再生医療等安全性確保法が施行されたことに
より、臨床での再生医療に関しては、法的に安
全性が整備された初めての国となりました。
しかし、再生医療の産業化という面では、再
生医療等製品の数はアメリカ、ヨーロッパ、韓
国などと比較して少なく、やや立ち遅れている
と言えます。
最近になり、日本でも、国や学会が主導し、
産学連携して再生医療を産業化していこうとい
う動きが活発になってきています。

ビジネスの５要素 
「ヒト・モノ・カネ・ウミ・カゼ」
以前、企業誘致セミナー等でお話しする機会

があったのですが、そこで、ビジネスの経営資
源として「ヒト・モノ・カネ」以外に「ウミ
（海）」と「カゼ（風）」を独断で追加してみま
した（笑）。
「ウミ」は沖縄の地理的な環境です。沖縄は
海に囲まれているが故に、かつて「琉球王国」
は貿易で栄えたわけですが、現在は急速に発展
している国際物流拠点化によりアジアのハブに
なれる可能性を秘めています。前述の脂肪幹細
胞ストック事業も国際医療拠点も睨んで整備さ
れます。
「カゼ」は沖縄の風土、気質です。前例が無
いからやらない、のではなく、チャレンジ、イ
ノベーションを好む気質が沖縄にはあります。
今回、Grancellが前例に縛られず「医療」とい
う無言の常識、固定観念を打ち破って、「化粧
品」の産業化を打ち出せたのは、認知を得やす
い周囲の環境が少なからずあったからだと思い
ます。
Grancellは一般的な医療のイメージから離れ

て化粧品を事業化しましたが、そのデータの
フィードバック等を通して、医薬品、再生医療
等製品を始め、関連するシステム・サービスへ
の発展をも視野に入れて取り組んでいます。
企業と再生医療の循環を廻しながら、日本最

南端の沖縄から、世界最先端のイノベーション
を起こす会社でありたいと願っています。

Grancell（グランセル）は大学医学部での再生医療研究成果を
社会にいち早く還元し、Happyの価値を提供する大学発ベン
チャー企業です。

琉球大学発ベンチャー第１号
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